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令和 7年度横浜市瀬谷スポーツセンター事業計画書

l1基本方針 1 

(1) 3つの基本方針

瀬谷区運営方針の基本目標である「幸せが実感できる瀬谷づくり」を実現するために、次のと

おり瀬谷スポーッセンター管理運営の 3つの基本方針を策定しました。

基本方針① 瀬谷区のスポーツ・健康づくり活動のシンボルとしての機能を充実させ、魅力あ

る施設を創造します

基本方針② あらゆる区民がスポーツを楽しめる環境を瀬谷区全域に広げます

基本方針③ 安全・安心・快適な施設運営を実現し、災害などいつ何時もプロフェッショナル

に対応します

基本方針は、管理運営に係る全てのスタッフに浸透させ、どんな場面でもこの基本方針に立ち

返ることで、次の目標を達成します。

(2) 令和 7年度瀬谷スポーツセンター数値目標

口延利用者数 207,000人

口利用料金収入 22,321,000円

口教室参加料収入

口健康増進プログラムの実施

39,915,000円

年間 2,500回以上

(3) 令和 7年度の重点項目

令和 6年度 6月から天井工事によ り休館したため、ご利用者様に再びご来館いただけるよう

瀬谷スポーッセンターの基本方針に沿って、令和7年度は次の業務に重点的に取り組みます。

ア 新たな利用者を呼び込む魅力あるサービスを提供します

イ あらゆる区民がスポーツを楽しめる場を提供します

ウ 安全•安心・快適な施設運営を実施します

l2運営実施体制・職員配置について 1 

私たちはスポーツ協会の総合力を活かして、安全かつ効率的な管埋運営体制を構築します。ま

た、専門性を要する設備維持管理業務は、安全・確実に行うために、豊富な実績と高い能力を有

する専門業者に業務を委託します。

(1) 瀬谷スポーッセンターの管理運営体制

瀬谷スポーッセンター管理運営体制図

所長

（統括責任者）

管理
担当者

副所長

（管理・運営責任者）

—•1 
運営

担当者

事業

担当者

コンシェルジュスタッフ トレーニングスタッフ
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運営担当 1 
事業担当 ～一

コンシェルジュスタッフ 1日5名トレーニング室え芦―---—+「百する

(2) 研修計画

下記の研修を実施します。

研修名 対象 日程

心肺蘇生・AED操作研修 全スタッフ 11月

ノーマライゼーション研修 全スタッフ 7月
-~・999  9→〒―』・ • • --9 99 , : 

人権研修 全スタッフ 7月

個人情報保護研修 全スタッフ 4月

公共サービス従事者研修（条例解釈、コンプライアンス） 全スタッフ 7月

接遇研修 全スタッフ 7月

インストラクター研修 指導職員、スタッフ 7月- -.  ．・ 
マネジメント研修 主任・副主任 年 1回

’— ~—` ・ ・▼ ぃ・ 一 ヽ•一 .、``

l3施設の平等・公平な利用の確保について

(1) 公共性・公平性に基づいた利用の確保

ア 公共サービス従事者研修の実施

イ 人権啓発推進者（所長）の配置、人権研修の実施

ウ サービス介助士（副所長）によるノーマライゼーション研修

工横浜市の子育て家庭応援事業『ハマハグ』スポットとして協力

オ受付に「筆談具」「老眼鏡」 「コミュニケーションボー ド」 を用意

(2) 多言語化に関する取組

ア ホームページにて多言語化対応の機能を設けます。

イ 外国人のお客様とのコミュニケーションには、ポータブルの翻訳アプリを使用するほか、館

内サインなど、ご案内には「やさしい日本語」を取り入れます。

ウ 緊急時用に外国語の放送原稿を用意し、全スタッフがご案内できるようにします。

(3) 障がい児・者が安全にいきいきと活動できる瀬谷区へ

ア 初級障がい者スポーツ指導員を活用した事業を実施します。 （地域活動ホーム共同企画健康

ウォーク）

イ ご利用の動線、設置物、駐車場などを事前にご確認いただくために、ホームページに 360度

ビューを設定し、利用案内にて確認できるように表記します。

ウ 障がいのある方が不便なくご利用いただけるよう車いす対応の自動販売機やバリアフリー

卓球台などハード面を整えます。
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l4施設の効用の最大限発揮について l 
(1) 瀬谷スポーツセンタープロモーション計画

施設特性と周辺環境を最大限に活用し、お客様に魅力溢れるスポーツプログラムを提供し、ス

ポーツに親しむ機会を増やします。ホームページ （アクセシビリティ対応）を最大限に活用し、

プロモーションを展開します。

ア広報計画

教室事業の募集開始時期を踏まえながら、紙媒体や各種ウェブサイ トヘの積極的な事業PR

など計画的な広報活動を展開します。

体育室の空き情報や駐車場の混雑予測は、館内掲示やホームページ等の SNSを活用し、手軽

に確認できるようにします。

■媒体別スケジュール
l ―---媒体名 I 1 

内容 -iil-5月 ：6月 17月
8月 ！エ● |雲.霜.堕. ! 1月！ 2月、1一3月1 . ^ 

• i • 「、. • I... • 広報よこはま区版

チラシ作成・配布 教室募集 ． ． ． ． 
施設情報

l •— 
タウン誌 ， ． ． ． ． 

区内小学校・幼稚園等 ． ． ． ． 
市PRボックス

~ 

イベント情報

区内公共施設
施設情報 • 

1-

イ 利用促進策

濱ともカードによる高齢者の利用促進

横浜市健康福祉局「優待施設利用促進事業」に協力し、 65歳以上の方を対象に毎月 5日・ 15

日に、カード提示でトレーニング室の利用料金300円を 100円割引きます。

・ ロビーの有効活用

区内・市内のスポーツ情報コーナーを設置するほか、東京 2020オリンピック・パラ リンピッ

クのレガシー事業としてのパネル展示や、区民の交流が生まれる休憩スペースなど、有効活用

します。

子育て世代が参加しやすい親子向け教室やイベントを実施します。

・大型荷物やシューズなどを保管できる月極ロッカーサービスを実施します。

(2) 教室計画

私たちは瀬谷区民のスポーツ実施率を高めるために、公益スポーツ団体の強みである多種目・

多世代への豊富なプログラムによって教室事業を構成します。

市内でも老年人口が多い瀬谷区のスポーツセンターとして、 60歳以上対象の教室を定期と当

日受付（ワンデーレッスン）の両方で開催します。

また、定期教室をご検討のお客様に対し、「ビジター参加」での体験参加を受け付けます。
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■教室事業一覧（定期教室・当日受付教室・イベント）

No. 教室名 種別 対象 曜口
時間
空場 期数

年間 募集 1回

区分 同数 人数 単価

1 休験 イベント 0

゜゜゜
4 1 1 110 

2 うたごえ広場 事前 16叢以上 火 D 研 4 42 23 560 

3 畠道（第1.3.S週） 事的 16歳以上 火 A 研 4 42 15 1、100

4 らくらくヨーガタイム 当日 16歳以上 火 A 3 4 42 35 620 

s トータルフィットネス＆コンディショニソグタイム 当日 16寂以上 火 A 3 4 42 35 620 

6 ヨガ入門 事前 16歳以上 金 A 3 4 44 35 620 

7 ピラァイス 哀前 16戌以上 金 A 3 4 44 35 660 

8 卓球（金曜） 事前 16寂以上 金 A 1 4 40 42 950 ， 骨盤リズム整体 事前 16磁以上女注 火 A 研 4 22 15 620 

10 ベピーヨーガ 事前 4か月～1叢10か月のお子様と保護者 火 A 研 4 21 15 800 

11 ウクレレ（初中級） 事前 16歳以上 水 D 研 4 37 10 1,510 

12 はじめてのウクレレ 亨前 16政以上 水 E 研 4 42 s 1,710 
13 ェアロピクス（ベーシック） 事前 16歳以上 土 A 3 4 41 35 570 

14 ポデイケアストレッチ 当日 16蹴以上 土 A 3 4 41 30 620 

15 2 • 3 • 4歳児親子体操 イベント 2.3.4歳児と保護者 土 A 2 4 4 40 620 

16 はじめてのウクレレ2 イベント 16歳以上 土 E 研 4 ， 10 1、710
17 ヨーガ 事前 16歳以上 木 A 3 4 45 35 620 

18 Ms．ボディシェイプアップ 事前 16歳以上女注 木 A 2 4 

“ 
45 550 

19 卓球（木曜）
し

事前 16歳以上 木 A 1半 4 41 28 950 

20 パドミントン 事前 16歳以上 木 A 1半 1 41 33 1,160 

21 ズンパ（木朝） 当日 16歳以上 木 A 3 4 45 40 620 

22 生活体力づくりタイム 当口 40歳以上 木 A 研 4 45 15 620 

23 関節ととのえ塾 事前 16歳以上 火 B 研 4 43 10 1,110 

24 チラックスヨーガ 事前 16政以上 火 B 3 4 42 35 620 

25 太極拳 亭前 16歳以上 火 B 2 4 43 50 670 

26 わくわくエアロピクスタイム 当日 16歳以上 火 B 3 4 42 35 620 

27 エアロキックポクシング 事前 16歳以上 金 B 3 4 44 35 620 

28 巫ってゆっくり太極拳 事訂 16政以上 金 B 3 4 44 30 670 

29 フラダンス 事前 16歳以上 水 B 3 4 44 40 770 

30 はじめてのフラダンス 事前 16歳以上 水 B 3 4 44 40 770 

31 からだメンテナンス 事前 16歳以上 土 B 研 4 41 15 660 

32 入園準備 親子リトミック＆運動 事前 2.3政児と保護者 木 B 研 4 45 12 830 

33 整休ヨーガ 事前 16歳以上 木 B 3 4 45 35 620 

34 モムチャン フィットネス 事前 16腹以上 木 B 3 4 45 30 770 

35 48式太極拳入門 事前 16歳以上 木 B 研 4 45 20 670 

36 笥単ステップ 事釘 16歳以上 火 C 研 4 42 15 720 

37 簡単ポールエクササイズ 事前 16政以上 火 C 研 3 42 15 720 

38 シニアのためのしっかりトレーニング 事前 60歳以上 火 C 1半 4 42 50 550 

39 はつらつ健康休操 事前 60寂以上 金 C 2 4 44 50 560 

40 テニス初心者 事前 16歳以上 水 C 2 4 44 12 1,210 

41 テニス初中級 亨前 16笈以上 水 C 2 4 44 12 1,210 

42 すこやか休操（ロコモ・介践予防） 事荀 65寂以上 水 C 3 4 44 30 560 

43 コアコンディショニング 事前 16謀以上 土 B 研 4 41 15 720 

44 美姿勢コンディショニング 事前 16歳以上 木 C 3 4 45 35 660 

45 プレ・キッズチャレンジ（年少・年中） 事前 年少・年中 水 D 2 4 44 15 670 

46 キッズチャレンジ（年中・年長） 京前 年中・年長幼児 金 D 2 4 

“ 
40 560 

47 絵手紙（第2.4週） 事前 16歳以上 金 D 研 4 21 15 1,100 

48 ジュニアタップダンス 一手→ 目J 小学生以上 木 D 研 4 45 15 750 

49 はじめてのタップダンス 事前 16歳以上 木 D 研 4 45 15 750 

so avex DANCE BOX ① 事前 小学1~3年生 火 E 2 4 43 30 1,130 

51 avex DANCE BOX ② ま前 小学4年生以上 火 E 2 4 43 30 1,130 

52 金曜 ジュニアチャレンジ① 事前 小学1~2年生 金 E 2 4 44 16 870 

53 金曜 ジュニアチャレンジ② 事前 小"f'3~6年生 金 E 2 4 44 16 870 

“ 
水溢 ジュニアチャレンジ① 事前 小学1~2年生 水 E 2 4 44 16 870 

55 水曜 ジュニアチャレンジ② ＄前 小学3~6年生 水 E 2 4 44 16 870 

56 キッズチア 事前 年中～小学2年生 木 E 2 4 45 40 770 

57 ジュニアチア 衷前 小3～中3 木 E 2 4 45 40 770 

58 ジュニア バドミントン 事前 小学4~6年生 木 E 1半 4 41 24 1,170 

59 パスケットボールタイム 当日 16歳以上 金 F 2 4 44 30 620 

60 nightヨーガ 当日 16歳以上 水 F 3 4 44 30 620 

61 ズンパ（水夜） 当日 16歳以上 水 F 3 4 44 30 620 

62 パレーボールタイム 当日 16寂以上 木 F 1 4 45 48 620 

63 アクティブシニア体操 当日 16歳以上 水 A 研 4 44 15 610 

64 横浜ピー・コルセアーズパスケットボール 享前 小"tS~6年生 水 E 1 4 45 40 1,660 

65 横浜ピー・コルセアーズパスケットポール 事前 小学3~4年生 水 E 1 4 45 40 1,660 
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(3) お客様への支援策

お客様の利用目的を的確に汲み取り、適切な対応を素早く行うとともに、楽しく、安全に利用

していただけるよう、次の支援策に取り組みます。

ア 団体・サークル活動への支援

講師紹介、サークル設立に向けたアドバイスなどを行います。また、 「横浜スポーツ・レク

リエーションフェスティバル」において、ダンスや体操などで活動する地元スポーッサークル

の成果発表の場を提供します。

イ トレーニング支援

•初回ご利用時の支援

インストラクターが健康状態や トレーニングの目的などを聞き、利用方法などを丁寧に

説明します。また、希望されるお客様に対し、 トレーニングメニューを作成します。

・マルチスタンプクーポン

利便性の向上、利用促進のためスマートフォンで使用できるデジタル回数券を販売しま ．一

す。

ウ Wi-Fiスポットの設置

館内に設置した Wi-Fiは、競技団体向けに大会ウェブ速報の活用を提案するなど、スポーツ

会場として利便性の良い施設づくりを進めます。

工 お支払の利便卜生向上

窓口においてクレジットカード・電子マネー•QR コードによるキャッシュレス決済のほか、

インターネットによる教室参加申込では、クレジットによる支払いを可能とします。

(4) 自主事業計画

ア 基本時間外・年末年始の拡大営業

日曜は午前 7時30分からの早朝営業を実施します。また、スポーツ施設条例施行規則で定

められている 12月28日から翌年 1月4日までの 8日間の休館日を、 12月30日から翌年 1

月3日までの 5日間とし、 3日間営業日を拡大します。

イ 飲食・物販・レンタル事業

お客様ニーズをとらえた飲料自動販売機を設置します。自動販売機は電子マネー端末併設、

災害用ベンダー機等を備えた機器を導入します。また、多様な種目で利用されるお客様を想定

し、ラケット・シューズなどをレンタルします。スポーツ用品の物販では市内小売業者の

GALLERY・2協力による物販コーナーを設置します。

ウ ウォーキング・ランニング事業

・ ウォーキング・ランニングステーションとして、スポーッセンターを基点と したオリジナ

ルマップを配布するほか、ロッカーの貸し出し等を行います。

■ステーションで提供するサービス(1回110円）
・ロッカー・シャワー利用、オリジナルマップ配布

横浜マラソンチャレンジ枠事業を開催します。

工 「スポーツ・レクリエーション・フェスティバル」開催

10月のスポーツの日を中心に全市的に行われる「スポーツ・レク リエーション・フェスティ

バル」 を区民•利用者還元イベン ト として開催します。
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オヘルスプロモーション事業

当協会は、瀬谷スポーッセンターにおける健康増進施設及び指定運動療法施設の運営者とし

て認定されています。令和 7年度は次の事業に取り組みます。

・運動療法の一環として、横浜市の心臓リハビリテーション推進事業に協力します。

・整形外科系運動指導『関節ととのえ塾』

・瀬谷区内の地域団体・施設への健康づく り派遣事業

l5施設管理について ． 

(1) 施設の点検計画

ア 日常点検

『日常点検チェックシー ト』 に基づいて、点検項目と回数、ルート等を定め、職員が 1日4

回目視・触診等により行い、異常・不具合箇所、遺失物の早期発見に努めます。

イ 定期点検

施設の老朽化に伴い、建物・設備維持管理の品質保持のために、協力会社である設備維持管

理業者に点検業務を委託します。定期点検の結果、不具合箇所が発見された場合は、瀬谷区地

域振興課に至急報告します。

(2) 修繕計画

令和 7年度の修繕計画は次のとおりです。基準額（税込440万円）を超える場合でも、コス ト

バランスを考慮のうえ、執行が必要と判断する場合は、当協会負担による修繕を検討します。

定主歪主な修繕 1 場所 1 内室ー一
床壁塗竺---」 第 1• 第 2 体育室 --」一体育室床面のポリウレタン再塗装

- - 9 —— 各所＿ニニコご言‘：五畜言□；：
(3) 清掃計画

予防清掃により汚損の発生頻度を少なくし、管理コス ト縮減と快適性を保持します。

■日常清掃計画
清掃箇所 頻度

衛生設備（トイレ、更衣室、シャワー室等）の洗浄 1日3~6回
•一

体育室 適宜（モップ清掃は 1日6回）
・--臼r - l,. ~ n-n-' ― ' ―~.」~-.  T・・ ・・ •一ー・一ト ヤ 十• 9 •• 9 9 , 、軸← ● 9 9, - •• 9 9 9 ー → ・古—.,.. , .- - ．亀

ロビー、廊・-下-、 -自動販売機周辺 1日1回以上
・- 鴫 --

窓、鏡 適宜

器具倉庫、機械室 1日1回以上• 一ー • ー →', . ~ ---.. ・ -. "m -... -- -- - - - •.` • L-- 『 一 • -•• • 一—~← , — - -— --ュー・ ~ー·,..,. ---•一ー•―`·~• ~ r - --9 9 9 , -- 1 9 ― l→-=・, - • • •一 ・ ~---―-, ・i 9 , • - - • _ -.  99 ■, —•一~ー一

事務室 適宜ー・.., ---,. - .ニ- 9, --- - • ー ・＊ー▲・— • 一 ・ •一ー·• ・―・-- - ·“ • —.,•--9 P l つ 9,. -• `— ’’ —· --
出入りロマット 1日1回以上

■定期清掃計画
清掃箇所 内容 1 回数

4回／年

4回／年

12回／年
• ~ 

1回／年

8
 



(4) 外構管理計画

外構の点検は、落ち葉清掃や害虫発生、マンホールや点字ブロックの浮きを 1日2回以上実

施し、状態を確認します。不具合や危険箇所を発見した場合は、直ちにフェンスなどの設置によ

り「触れない」「近寄らない」などといった安全確保を行い、早急な対応を行ないます。

(5) 植栽管理計画

日常的な植栽点検や建物周囲の落ち葉清掃は、外構点検に併せて行います。樹木の剪定作業等

は、高所作業や、専用薬剤の散布など高度な専門的技術を伴う施工が必要となるため、樹木管理

を専門とする業者に当該作業を委託します。

■植栽管理業務
し＿梱栽管理 内容 実施月

低木刈込
枝つめ・枝すかしを行う。樹木の基本の形を整え、余分

7月
な枝を取り除く

除草 機械、または人力除草 5・7・8月
~一 ~ヽ ＇ニー

薬剤散布 けむし・アブラムシ等の樹木への寄生虫防除 5.7月

i施肥 I ＼樹木にあった肥料を適期に与える 7月
＇し 、 ー’̀ 見-- - - — , 9 9 ， ー一 ,•·— 

中・高木剪定 樹木の育成状況により適宜選定を実施 5月
ムL2,——冨．←ゴ•一•- - --—• -- 一ロ

(6) SDGsの取組

令和 7年度は目標 3『すべての人に健康と福祉を』目標 12『つくる責任・つかう責任』に取り

組みます。

•各種様々な年代の方にご参加いただけるスポーツ教室を実施

・フードドライプ及びスポーツ用品のリユース活動

l6安全管理について — -- I 
(1) 日常安全管理

日常点検計画に基づき、施設巡回点検を実施します。また、消防計画に基づき自衛消防訓練

として次の訓練を行います。

し一墨墾坦且 ： 対象

伍己□ロニ；＿一
内容

瀬谷消防署協力のもと火災を想定した訓練

当協会事務局本部と連携した職員参集訓練

震度 5強の地震を想定したお客様を含めた訓練-~ —— - ----• ---、9. --・-- -

(2) 緊急・救急体制及び通常時の体制

■緊急時の連絡体制
Ir~-_ _ _--二 ・̀ •••一—·-—·—-._二ぇ r ·二— --二`-

圧 にぎわいスポーツ文化局 ］ 
副所長 事業担当者

制

管理担当者
コンシェルジュ
スタッフ

火災報知器
パッシブセンサー

区役所
運営担当者

トレーニング室
スタッフ

警傭会社

，
 



ア 急病人及び負傷者への対応

急病人や負傷者が発生した場合は、即時に現場に急行し初期対応します。重篤と判断した場

合は救急車の要請をするとともに、必要に応じてAEDを使用します。救急隊の到着まで、一

次救命措置を行います。

イ 軽症者への対応

軽症者は、救護室等で応急処置を行った後、近隣病院などを紹介します。

ウ 有資格者の配置と訓練

常勤職員は、横浜市消防長認定の応急手当普及員の資格取得者を配置し、瀬谷スポーッセン

ターに従事する全スタッフを対象に心肺蘇生法 •AED 操作研修を実施します。

(3)危機管理体制

緊急時において迅速かつ効果的な対応を行うため、危機管理体制を確立します。施設での緊急

連絡体制とともにスポーツ協会全体の危機管理組織体制を確立し行動します。

■危機管理体制
危機管理体制図

神奈川県警察

「指定管理者災害対応マニュアル」及び「災害

時等における施設利用の協力に関する協定」に

基づき行動します。

また、災害時の万全な対応を可能とするため

に、瀬谷スポーッセンターの消防計画にもとづ

き、自衛消防隊を組織します。災害発生時は、自

衛消防隊の各役割のもと、お客様の安全確保を

第一に避難誘導や応急救護等の行動を迅速かつ

的確に行います。

警戒班・資料搬出及び

通報連絡員

（職員②）

'●機被と電気設備の点

検等

皇重要書類等搬出

慮消防署、隊長への通

報・連絡

●外部講師指揮

指揮

'̀ 教室等の外部講師

●教室開催中のお客様への避難誘導 ●心肺蘇生やAEDなどの実施
●消防隊への随時報告、運絡 ●その他消防隊活動支援

消火班

（職員①）

'●火気類の使用禁止周

知と確認

I・火災発生時における

初期消火等

自衛消防隊組織図

●全体指揮、情報収集、現状確認

●9区役所、スポーツ協会本部との連絡調整

'●隊長補佐

．，館内放送、利用の中止、利用者の避難誘導、

館内残留者の確認等

救護砥

（職員③）

・負傷者の救助

•I応急処置

•I救急車の連絡と搬送
対応

`

ー

|
d

(4) 休館日・夜間（閉館後）警備体制

休館日・夜間の施設内外の警備は、外部からの建物内侵入を阻止するために、神奈川県公安委

員会から認定を受けた警備業者による機械警備及び巡回警備を実施します。常時セットする機

械警備での警戒に加え、夜間に 1回の巡回を実施し、直接現場確認をするようにします。

巡回警備時には施錠の確認のほか、人の潜伏や火種がないかを特に注意します。
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(5) 補償体制

建築物などの設備構造上の欠陥あるいは管理上の不備等に起因して、お客様に身体的傷害や

財物損壊を与えた場合に備え、施設賠償責任保険に加入します。

■加入する施設賠償責任保険
保険種類 堡険内容 補償限度額

;::i~はL~：口；I対人贔言：円、 1事故につき1億円： 設賠償責任保険
が発生した場合の賠償保険 対物：1事故につき1億円、期間中1億円

l7地域との協力について ― ---- - ------I 

(1) 地域支援の取組

ア 地域で子どもを支える取組

・子育て世代の家族でのご利用を促進するために、親子スポーツ教室の開催など子育て支援

サービスを実施します。

・ロビーやキッズルームを子どもが安心して過ごせる居場所として活用します。

・ 「瀬谷区子育て応援ネット」への活動参加及び地域子育て拠点「にこてらす」との連携。

イ ウォーキングを活用した地域の健康づくり

地域におけるウオーキング団体等の活動に協力します。

ウ 障がい児・者へのスポーツ支援

特別支援学校や区内中学校支援級の活動に、ボッチャ等の軽スポーツの紹介や用具の貸し出

し、活動場所の提供等を行います。また、区内中途障害者地域活動センターのリハビリ教室に

運動プログラムの講師として協力します。

工 地域団体との協カ・連携によるスポーツ振興

瀬谷区スポーツ協会主催の「瀬谷区スポーツフェスタ」と瀬谷スポーッセンター主催の「ス

ポーツ・レクリエーションフェスティバル」を協働で同時開催します。

(2) 地域連携の取組

ア 地域団体等との協カ・連携によるスポーツ振興

私たちスポーツ協会は、地域における課題や特性を理解し、瀬谷区スポーツ協会、スポーツ

推進委員、青少年指導員、子ども会、老人クラプ連合会、さわやかスポーツ普及委員会と連携

し、区民へより良いスポーツ活動を提供していきます。

イ 瀬谷区の健康づくりを推進する取組

スポーツセンターに来館しづらい遠方の方も支援できるよう、図書館や地区センター、地域

ケアプラザ、中途障害者地域活動センターの事業への協力等、連携していきます。

ウ 横浜市及び瀬谷区と連携・協力した事業

瀬谷フェスティバルヘのブース出展や瀬谷ふるさとウォーク大会での体操指導等、区主催事

業に協力します。また、瀬谷消防署と連携した防災訓練や瀬谷警察署の防犯啓発活動に協力す

る等、地域の防災・防犯に取り組みます。
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(3) 地域貢献の取組

・スポーッセンター内にある喫茶スペースの運営を南瀬谷連合自治会に委託し、運営に協力

します。

・地元住民の方の雇用の場として、また区内の学校が行う職業体験・インターンシップの場と

して協力します。

・障がい児・者の社会活動促進のため、福祉団体等からも物品を調達します。

l8モニタリング計画について 1 

PDCAマネジメントサイクルに則り、計画から実践、評価、そして改善というプロセスを経て、さ

らに次の計画に反映させることにより、業務水準の向上に繋げます。

■セルフモニタリング（自己評価）
項目 内容

自己評価チェックシート スポーッセンターコンシェルジュマニュアルに基づくチェックシート

夏旦[-―---l巳王竺一覆面調査
■第三者からの評価とモ三 タリング

Fー---'--,―― -—-·----—心—一l - - • 
-

一 —~ ~ っi時•一 期~ ・頻~ ・ ・度 ~ 項目 内容

地域懇話会 区のスポーツ振興に関する各主体との意見交換会 1回／年
~一~

外部モニタリング 指定管理者独自の取組による第三者機関のモニタリング 指定4年目
~一

お客様アンケート 各種商品やサービスなどお客様に満足度を調査 2回／年
← ~ 

ご意見箱 施設受付付近に誰でも自由に記載できるアンケート 常時
＂ ~ ~ ~ 一‘ ：` 
市コールセンター 市コールセンターに設置されているご意見ダイヤル 常時

ユ—- -・ `上-、,. 苧 ヮ — C・

l9管理運営経費について ＿ l 
別紙、収支予算書に基づき、適正に執行していきます。

横浜市スポーツ協会では、瀬谷スポーッセンターの光熱水費の節約対策を検討してまいり ま

すが、今後、光熱水費等の値上げがある場合には、改めまして協議をお願いいたします。

12 



令和7年度　横浜市瀬谷スポーツセンター 様式９

(１)収入 （千円、税込み）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 合計 備考

38,023 40,174 41,462 43,445 163,104

69,136 76,417 58,502 72,938 0 276,993

利用料金収入 22,222 23,720 17,914 21,649 85,505

利用料金収入（駐車場） 12,128 10,921 6,255 11,274 40,578

スポーツ教室等事業収入 33,739 40,334 11,086 37,205 122,364

文化系教室収入 1,009 1,442 1,468 2,710 6,629

託児事業収入 38 0 0 0 38

広告業務収入 0 0 100 100 200

その他 0 0 21,679 0 21,679

4,340 5,128 1,920 4,971 0 16,359

スポーツ教室等事業（時間外） 0 0 0 0 0

飲食事業 2,296 2,063 775 2,022 7,156

物販事業 444 556 258 392 1,650

利用料金収入（時間外） 60 472 49 672 1,253

利用料金収入（駐車場）（時間外） 1,268 1,743 534 1,470 5,015

その他 272 294 304 415 1,285

73,476 81,545 60,422 77,909 0 293,352

(2) 支出 （千円、税込み）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 合計 備考

110,590 119,461 101,347 119,773 0 451,171

人件費 46,327 47,472 42,492 49,686 185,977

修繕費 4,400 4,400 4,400 4,400 17,600

設備管理費・保安警備費 6,084 6,479 6,479 6,448 25,490

備品購入費・消耗品費 1,938 2,137 1,830 1,542 7,447

外構・植栽管理費・廃棄物処理費 1,669 3,918 1,774 4,264 11,625

広報費・印刷製本費 330 330 327 277 1,264

光熱水費・燃料費 11,555 11,693 13,675 10,766 47,689

保険料 1,688 2,107 800 1,007 5,602

使用料・賃借料 5,019 5,897 4,223 5,881 21,020

委託料・謝金 19,517 22,156 13,060 20,273 75,006

公租公課 5,664 5,886 5,204 6,385 23,139

旅費 98 98 137 137 470

会議賄い費 0 0 0 0 0

通信運搬費 515 515 510 488 2,028

支払手数料 346 346 439 505 1,636

会費及び負担金 96 96 39 71 302

事務経費本部分 5,344 5,931 5,931 7,643 24,849

その他 0 0 27 0 27

909 2,258 537 1,581 0 5,285

スポーツ教室等事業（時間外） 0 0 0 0 0

飲食事業 541 456 116 455 1,568

物販事業 51 479 19 355 904

その他 317 1,323 402 771 2,813

111,499 121,719 101,884 121,354 0 456,456合計（④＋⑤）

③自主事業による収入

⑤自主事業による経費

合計（②＋③）

項　　　　目

項
　
目

収支予算書

項
　
目

④維持管理運営費用　　　（Ｂ）

項
　
目

１　総括表

項　　　　目

②施設運営収入　　　　　（Ａ）

項
目

①指定管理料



令和7年度　横浜市瀬谷スポーツセンター 様式10

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込み）

72,938

21,649

第１体育室（団体） 貸切利用料 5,363

第２体育室（団体） 貸切利用料 1,516

第３体育室（団体） 貸切利用料 1,732

研修室（団体） 貸切利用料 867

テニスコート（団体）

弓道（団体）

体育室（個人） 卓球・バドミントン・バスケットボール個人利用料 1,949

トレーニング室（個人） 個人利用料 9,923

弓道（個人）

付帯設備利用料金
・レンタルロッカー利用料
・空調、音響、観覧席等利用料

299

9:00～20:59の駐車場利用料金 11,274

スポーツ教室参加料収入（時間内） 37,205

文化教室参加料収入 2,710

100

※　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

収支予算書

利用料金収入（駐車場）

その他

スポーツ教室等事業収入

広告業務収入

項
　
　
　
　
目

２　指定管理・収入の部

利用料金収入

合計　　　　　　　　　　　　　（Ａ）

文化系教室収入

託児事業収入



令和7年度　横浜市瀬谷スポーツセンター 様式11

積　算　内　訳
合計金額

（千円、税込み）

119,773

（給料支出） 常勤職員給与 16,926

（職員手当支出） 常勤職員　５名分 9,934

（給付費支出） 常勤職員　５名分 30

（退職給付支出） 常勤職員　２名分 1,875

（福利厚生費支出） 常勤職員　５名分 4,584

（アルバイト賃金） アルバイト賃金 16,337

修繕費 4,400

（駐車場に係るもの）

（その他） 体育室床面塗装、体育室防球ネット補修等 4,400

設備管理費 定期清掃等 5,392

保安警備費 機械警備・巡回警備 1,056

備品購入費

消耗品費 1,542

（駐車場に係るもの） 駐車券等 185

（その他） 事務・衛生用品等 1,357

外構・植栽管理費 植栽・樹木管理委託 3,904

廃棄物処理費 廃棄物処理・ルート回収経費等 360

広報費 100

印刷製本費 教室募集要項印刷 177

光熱水費 10,766

（電気） 9,552

（ガス） 543

（水道） 671

燃料費

保険料 1,007

（施設賠償責任保険） 68

（スポーツ傷害保険） スポーツ教室、文化教室 939

（その他）

使用料・賃借料 5,881

（市への支払）

（リース料） レンタルロッカー、トレーニング機器、自動発券機、コピー・FAX機等 2,409

（その他） 教室施設使用料 3,472

委託料 5,006

（駐車場に係るもの） 0

（その他） 集配金業務、教室指導業務等 5,006

謝金 教室講師謝金等 15,267

公租公課費 6,385

（事業所税） 214

（消費税） 6,171

（印紙税）

（その他）

旅費 交通費 137

会議賄い費

通信運搬費 電話代、インターネット通信費 488

支払手数料 振込手数料 505

会費及び負担金 71

（職員等研修費） ウォーキング協会会費、資格更新料等

（その他） 県暴力追放推進センター賛助会費等 71

事務経費本部分 7,643

その他

収支予算書

３　指定管理・支出の部

・常勤職員報酬
（報酬、手当、社会保険料、福利厚生費、退職給付費）
　統括責任者　１名
　管理運営責任者（副責任者）　１名
　管理担当者　１名
　運営担当者　１名
　事業担当者　１名
・非常勤職員給与（賃金）

人件費 49,686

項
　
　
　
　
目

合計　　　　　　　　　　　　　（Ｂ）



令和7年度　横浜市瀬谷スポーツセンター 様式12

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込み）

4,971

スポーツ教室等事業（時間
外）

飲食事業 屋内７台（ドリンク５台、食品２台）、屋外１台 2,022

物販事業 スポーツ用品等ショップ販売 392

利用料金収入（時間外） 日曜早朝・年末年始 672

利用料金収入（駐車場）（時間
外）

21:00～8:59の駐車場利用料 1,470

ヘルスプロモーション事業収
入

地域への派遣事業、姿勢測定会参加料 209

レンタル事業収入 ラケット、シューズ等レンタルサービス 184

その他 キッチンカー出店料等 22

※　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

収支予算書

項
　
　
　
　
目

４　自主事業・収入の部

合計



令和7年度　横浜市瀬谷スポーツセンター 様式13

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込み）

1,581

スポーツ教室等事業（時間
外）

飲食事業
自動販売機：８台
目的外使用料、電気代

455

物販事業
仕入れ代
目的外使用料

355

その他

レンタル事業 消耗品購入代 15

ヘルスプロモーション事業 旅費、交通費、消耗品費 122

時間外施設管理費 サポートスタッフ・トレーニング室スタッフ賃金、光熱水費他 634

項
　
　
　
　
目

収支予算書

５　自主事業・支出の部

合計
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